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『地球温暖化の将来枠組み議論と『地球温暖化の将来枠組み議論と
　　　　　　　　　技術的評価の位置づけ』　　　　　　　　　技術的評価の位置づけ』

２００５年１０月２７日

（財）日本エネルギー経済研究所

第１３回　研究報告・討論会　発表資料

（財）日本エネルギー経済研究所

工藤　拓毅

将来枠組み議論の開始と現状将来枠組み議論の開始と現状

京都議定書の発効

– 京都議定書発効（２月１６日）

– 「遅くとも２００５年までに２０１２年以降に関する交渉を行
う」＝ＣＯＰ／ＭＯＰ１

京都議定書を巡る現状

– 米国の離脱（独自目標）

– ＥＵＥＴＳの開始（２００５年１月）

– 途上国参加
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最近の動向（１）最近の動向（１）
－ＥＵー－ＥＵー

ＥＵＥＴＳの開始、京都型枠組み継続を指向！？

１．欧州委員会（２／９）

◎京都議定書タイプを示唆

◎５５０ｐｐｍに安定化という目標

◎具体的国別目標は今後の課題

２．欧州理事会（３／２３）

◎２０２０年に先進国が１５～３０％削減（１９９０年比）

◎国際交渉に向けた戦略的意味

◎途上国参加も同時に呼びかけていく

最近の動向（２）最近の動向（２）
－Ｇ８ー－Ｇ８ー

気候変動に関する総論・行動計画に合意

◎気候変動の危機意識と長期的取組の必要性
を共有

◎特に具体的将来目標には言及せず

◎国際協議、ＩＰＣＣの役割

◎省エネ、新エネ導入や技術開発の促進など
「個別、具体的な取り組み」に主眼

◆ＩＥＡで各国の効率指標の収集を行う
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最近の動向（３）最近の動向（３）
－クリーン開発と気候変動に関する　　　　　　　　－クリーン開発と気候変動に関する　　　　　　　　
　　　　　　　　　　アジア・太平洋パートナーシップー　　　　　　　　　　アジア・太平洋パートナーシップー

　米国が中心となり、豪・韓・中・印・日の６ヶ国によ

るエネルギー安全保障・気候変動解決に向けた
協定に合意（７／２８）

◎「気候変動枠組条約」と整合的なエネルギー技術開
発や普及・移転を促進する環境を整える

◎エネルギー需要増（安全保障）、多くの環境問題解決
にも貢献する様な取り組み

◆京都議定書の「代替」ではなく「補完」

◆各国が参加しやすいイシューの選択（具体的な進め
方はこれからの議論）

最近の動向（４）最近の動向（４）
－産構審地球環境小委員会将来枠組み検討委員会ー－産構審地球環境小委員会将来枠組み検討委員会ー

セクトラル・アプローチの必要性を示唆

◎今後の将来枠組みに関する議論では、国境を越えた
主要排出セクター毎のアプローチの可能性が高いと
判断

◎ＩＥＡにおける取り組みに日本は積極的に関与すると
ともに、Ｇ８を通したＵＮＦＣＣＣへのアプローチの重要
性を指摘

◎各セクター毎のポテンシャルを考慮して、政府間での
政策対話や技術・政策移転等の検討を行う必要性
（アジア太平洋パートナーシップの位置づけ）

◎民間セクターレベルでの協力・活動の可能性示唆
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総括総括

１．将来枠組みに向けた前哨戦は動き出している

２．日本として、どういった要件を充たす枠組みが望まし
いか、京都議定書の評価を元に明確化する必要

３．最近の議論は技術の役割、二国間協力（含、政策協
力や技術協力）等のボトムアップ型・現実的アプローチ
が中心＝具体的にどの様に進めていくかが今後の課
題

４．いかなる枠組みを考える上でも、技術の現状把握と
国際比較は重要＝途上国も含めた環境整備が必要

今後のスケジュール今後のスケジュール

ＣＯＰ／ＭＯＰ１

２００５

国内での将来枠組み
に関する議論

国際的な将来枠組み
に関する公式議論

将
来
枠
組
み
の
合
意

産構審・中環審での
議論

ＵＮＦＣＣＣ
政府専門家セミナー

Ｇ８（英国）

２００６ ２００７ ２００８ ２０ＸＸ

ＣＯＰ／ＭＯＰ２ ＣＯＰ／ＭＯＰ３ ＣＯＰ／ＭＯＰＸ

ＡＰＰ－ＣＤＣ

Ｇ８（日本）
ＩＥＡでのデータ集計（効率性）
省エネ・新エネ等への取り組み検討
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第１回会合

国としての対処方針

具体的取り組みの検討と実施？
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ＩＰＣＣ第４次報告書


